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１． 緒言 

近年，体を動かして遊ぶことが減った事などか

ら運動能力が低下しているといわれている．文部

科学省の幼児期運動指針によると，幼児期におい

て，遊びを中心とする身体活動を十分に行うこと

は，豊かな人生を送るための基盤づくりとなるこ

とから，様々な効果が期待できる．  

そこで今回， R社の協力のもと，幼児期の５歳

児に着目してぺダロ乗りを4回，フラフープ遊び

を3回含んだプログラム４回とその前後の測定を

含む計６回の指導実践を行った．幼児運動能力に

影響があるのか，プログラムを行う前と行った後

ではどのように変化がおこるのか，について調査

することとした． 

２． 研究方法 

被験者は，滋賀県草津市の S 保育園男子 15

人，女子 17人の計 32人である．幼児に運動プ

ログラム計 5種目を実施し，その前後に MKS幼

児運動能力検査に掲載されている6種目のうち

の「25m 走」「両足連続飛び越し」「捕球」の測

定を行った．ただし，25m 走に関してはグラウ

ンドの大きさの都合により20mに変更して行った． 

３． 結果と考察 

１）20m走 

プログラムの前後を比較した結果，プログラム

前が6.5秒，プログラム後は6.6秒と25mで推定

した全体の平均では，変化はあまりなった．速く

なった幼児が13人，変わらなかった幼児が3人，

遅くなった幼児が10人であった．また，昨年のデ

ータと比較した結果，有意差は認められなかった．  

プログラム前後でタイムがあまり伸びなかった

原因として，プログラム後の測定ではグランドの

コンディションが悪かったことが考えられる． 

２）捕球の結果 

 プログラムの前後を比較した結果，プログラム

前の平均が6.2回だったのに対してプログラム後

は7.5回と回数は増加していた．幼児のうち数が

増えたのが16人，変わらなかった幼児が5人，減

った幼児が5人だった．また，昨年と比較した結

果5%水準で有意差が認められた．その理由として，

プログラムの回数が1回多かった事と，ボールに

慣れ取れるようになった事が考えられる． 

３）連続両足飛び越し 

プログラムの前後を比較した結果，プログラム

前が6.4秒だったのに対して，プログラム後は5.8

秒でわずかではあるが速くなっていた．速くなっ

たのが19人で遅くなった幼児は7人であった．昨

年のデータと比較した結果，5%水準で有意差は認

められなかった．その原因の一つとして，プログ

ラムの内容や測定時の幼児の取り組み方ではない

かと考える． 

４）まとめ 

幼児に運動プログラム5種目を実施しその前後

に運動能力テストを行い以下の結果を得た． 

①捕球の種目は有意差が認められた． 

②20m 走と両足連続跳び越しは有意差が認められ

なかった．  

今後の課題として，プログラム回数は関係ある

のか，プログラムの，どの動きが成果につながる

のかを調べる必要があると考える．また，コンデ

ィションや場所が測定結果に影響を及ぼす事から，

同じ条件と同じ環境で毎回測定を行う必要がある．  
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